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地方独立行政法人
埼玉県立病院機構
本部施設整備担当
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A3：N/S

工　事　名　称 図　　名 図面番号縮　尺設計年月日 地方独立行政法人

埼玉県立病院機構

本部施設整備担当
図面リスト２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

図面リスト

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　特記仕様書・機器姿図

構内交換設備　電話交換機参考切替手順

構内交換設備　電話交換機切替手順詳細図

構内交換設備　PHS基地局設置位置 １階平面図（病棟・本館棟・社会復帰棟）

構内交換設備　PHS基地局設置位置 ２階平面図（病棟・本館棟・社会復帰棟）

構内交換設備　PHS基地局設置位置 ３階平面図（病棟・本館棟・社会復帰棟）

構内交換設備　PHS基地局設置位置　地下１階平面図（新病棟）

構内交換設備　PHS基地局設置位置　１階平面図（医観法指定入院施設）

構内交換設備　PHS基地局設置位置　２階平面図（医観法指定入院施設）

E-13_構内交換設備　PHS基地局設置位置　３階平面図（新病棟）

E-12_構内交換設備　PHS基地局設置位置　２階平面図（新病棟）

E-11_構内交換設備　PHS基地局設置位置　１階平面図（新病棟）

緊急通報設備　機器姿図

緊急通報設備　システム詳細系統図（７病棟）

緊急通報設備　１階平面図（医観法指定入院施設）

構内交換設備　PHS基地局設置位置 系統図（病棟・本館棟・社会復帰棟、新病棟、医観法指定入院施設）

緊急通報設備　システム図



　　（フルハーネス型） 施設管理者 ：

・　自動閉鎖設備

・　自動火災報知設備

・　発電設備

・　防犯、入退室管理設備

・　構内情報通信網設備

・　駐車場管制設備

・　構内交換設備

・　監視カメラ設備

・　テレビ共同受信設備

・　テレビ電波障害防除設備

担　当設計年月日

電気設備工事特記仕様書

図面番号図　　名

Ｅ－０１

工　事　名　称縮　尺

・　ガス漏れ火災警報設備

・　電話配管設備

・　中央監視制御設備

主　査主　幹

・　受変電設備

・　雷保護設備

・　電熱設備

・　動力設備

・　情報表示設備

・　映像、音響設備

・　拡声設備（非常放送設備）

打ち合わせ担当者

官公庁等打ち合わせ相手

昇降機：

電力会社 ：

電話会社 ：

ケーブルテレビ会社 ：
消防本部 ：

建築：

１.６　主任技術者又は監理技術者の専任期間（建設業法により必要になった場合）

　　　１　専任期間の始期

　　　　　請負契約締結の日から、(・現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入

　　　　　主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　２　専任期間の終期

　　　　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、

　　　　　後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　３　専任期間の中断

　　　　　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、

　　　　　工事を全面的に一時中止にしている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

１.７　建物概要

　すべて受注者の負担とし、構内につくることができる。

　※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。

　・本工事とする。

　　　塗装

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

　盤等の鍵は、既存盤及び別途工事の鍵との整合を極力図るものとする。

　　 敷き均し土　　 　　 　　　管　　種　　別　　　　　　

（１）管路等の敷設に伴う敷き均し土は、標準仕様書のほか下記及び図面特記

　露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗

装を行わない。

　　による。

（２）地中電線路には、ケーブル埋設標及び標識シートを設ける。ただし、低

　　圧・弱電回路の標識シートは図面特記による。

　ただし、見えかかり部の塗装については監督員の指示による。

 　　 良質土　　　 

　　硬質ビニル電線管（VE）

　　耐衝撃性塩化ビニル管（HIVE）

　　波付硬質合成樹脂管（FEP）

　　ポリエチレン被覆鋼管（PLP）

　本工事に必要な電力及び水などの費用は、受注者の負担とする。

　本工事で　・設ける（規模　　　　　　　　　）　※設けない

　受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを

る。
火災が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出す

１.４　工事科目（○印の付いたものを適用する）

２　工事仕様
２.１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

　　という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、
　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

　　（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。

　　　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。

２.２　特記仕様（特記事項の選択項目は、○印のついたものがなければ※印を適用し、・印のものは適用しない。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。）

項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用する。

（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

とする。なお、資材名、製造所名および発注先を記載した報告書を監督員に提

出し承諾を受けるものとする。

　使用機材等については、アスベスト含有の有無を確認し、アスベストを含む

機材等は使用しないこと。
　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品
目に該当する機材を使用する場合は、原則として、その判断の基準、配慮事項
を満たすこと。
　調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

　本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの又はこれと同等のもの

　・上記以外の時間に施工する場合は事前に監督員と協議すること。

　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外。

施工時間

３　工事用電力・水

２　施工条件

１　機材等

４　工事用仮設物

５　足場・さんばし類

６　監督員事務所

７　保　　険

１２　金属電線管の

１３　鍵

１４　地中電線路

電気設備工事特記仕様書
１　工事概要

１.３　工　　期　

　　　行先の表示

　ハンドホール、プルボックス及び主要なアウトレットボックス内の電線・ケ

　湿気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し自己融着テープ

　上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる接続をしてもよ

い。ただし、接続はボックス内とする。

したねじなし工法としてもよい。

　屋外におけるケーブルの保護管に用いる厚鋼電線管の接続は、防水処置を施

　埋戻し後の建設残土は、監督員が指示する構内の場所に敷き均しとする。

　再生砂使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌

の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

　　　アスコン

を巻き付けたうえで絶縁テープ巻きとする。

得た上で、　・使用できる。　　※使用できない。

　契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、監督員の了解を

１５　回路の種別

１６　電線の接続

１７　電線管の接続

１８　残土処分

１９　再生砂・再生

　施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又は

　金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録を

十分な技能及び経験を有した者が行うこと。

　接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセル

添付すること。

こと。

　（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

挿入、埋込みの完了が分かる記録を添付すること。

アンカーボルトを選定すること。

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」（独立行政

法人建築研究所監修）による。

　なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものと

する。

（１）設計用水平地震力

　機器の重量［kgf］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　なお、特記なき場合、設計用水平震度は、次による。

（２）設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　重要機器

　　・配電盤　・発電装置(防災用) ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

　　・交換機　・火災報知器受信機 ・中央監視装置 ・太陽光発電装置

　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

　は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

機器種別

2.0          2.0

水　槽　類

防振支持の機器

（※１）

 1.0          1.0 

1.5          1.0

水　槽　類

防振支持の機器

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

（※１）

1.0          0.6

2.0          1.5

水　槽　類

防振支持の機器

中間階

1.5          1.0

　設置場所

地下・１階

機　　　　　器

上層階

1.5          1.0

1.0          0.6

屋上及び塔屋

機　　　　　器

1.5          1.0

（※１）

0.6          0.4

2.0          1.5

1.0          0.6

2.0          1.5

1.0          0.6

1.0          0.6

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

  （１）内部足場　※ 脚立足場　　　

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」につい

　て」（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等

　に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基

　準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組

　立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関

　する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

　行うものとする。

  本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

　機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督員

　の承諾を受けるものとする。

　重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、

　あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施する

特定の施設 一般の施設

機　　　　　器

２０　耐震施工

２１　あと施工アンカー

２３　改修部分の足場

（３）地中電線路の敷設は管路式とし、埋設深さは地表面（舗装する部分では

　　路盤材下面）から配管の上端まで原則、600mmとする。ただし、公道への

　ーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。

　　引込み管路等の埋設深さについては、供給事業者と協議のうえ決定する。

  （２）外部足場　※ Ａ種(枠組足場) ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

（４）特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　）

　蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

（１）引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　）

（構外搬出処理費は、※本工事　・別途）

　引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

（３）再生資源化を図るもの（蛍光管　　　　　　　　　）

（２）買取処分をするもの　（銅屑・鉄屑　　　　　　　）

１１　発生材処理

　完成図書の電子納品ガイドライン　　※　適用する　　・適用しない

　完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載する

こと。また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は

出力、数量等）を記載すること。

１０　完成図書の

　　法の適用

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律の適用について

　※　適用する（契約金額による）　・　適用しない

９　建設リサイクル

　取外し再使用機材は、清掃及び絶縁抵抗測定等を行い、機能が良好なことを

確認した上で取付る。なお、その測定結果表を監督員に提出する。

８　再使用機材

２４　墜落制止用器具 　※使用を要する　　墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン

　　　　　　　　　　（平成30年6月22日付け基発0622第2号）による

　・使用を要しない

　　　電子納品

　受注者は法定外の労災保険に付し、証書の写し等を監督員に提出する。

２２　はつり及びあと

　　　施工アンカー打設

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開け及びあと施工アンカー打設

2021.4

・　電灯設備

・　昇降機設備

・　医療関係設備

１.５　指定部分　　　・ 無　　・有（　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日）

　　　　　又は仮設工事等が開始されるまで）の期間　・令和　　年　　月　　日までの期間）については、

する。
　県営住宅の完成図の提出部数は、Ａ１二つ折り１部及びＡ３二つ折り３部と

　前に、図面に明示する箇所についてＸ線撮影調査を実施すること。

　　のとする。

（ａ）受注者は、電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くも２５　電気保安技術者

　　験を証明する資料を監督員に提出して承諾を受ける。

（ｂ）電気保安技術者は、次による者とし、必要な資格又は同等の知識及び経

２７　その他

（４）本工事にかかる官公庁への諸手続はすべて受注者が代行し、その費用は

　　受注者の負担とする。

（５）特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブル

　　とし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

（６）改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所の写真撮影を

　　行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁抵抗、伝送品質等の測定

　　を行い、試験記録を提出する。

　　提出し、承諾後施工する。

（３）本工事に使用する機器は、事前に性能等を記した機器仕様書を監督員に

（２）本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出し、承諾後製

　　作する。

　　行うこと。

　　に提出する。また、停電操作・安全処置は受注者が行い、その費用は受注

　　者の負担とする。

　　学校では学校運営に支障を与えない期間、その他の施設では施設管理者と

　　打合せして設定すること。

　　周知する。

（７）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

（８）本工事における停電措置が必要な場合、事前に計画書を電気主任技術者

（９）特に騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については、原則として

（10）工事に先立ち、監督員と打合せの上、住民及び関係自治会等に対して工

　　以上のことを留意し、工程管理、安全管理に万全を期すること。

　　し、監督員の承諾を受ける。

（１）事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、その電気工作物の

　　工事に必要な電気主任技術者の資格を有する者、一級電気工事施工監理

　　技士又はこれと同等の知識及び経験を有する者。

（２）一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、第一種又は第二種

（ｅ）電気主任技術者を別途配置している電気工作物に係る工事においては、

　　　電気主任技術者及び監督員と協議し保安業務に支障がないよう努める。

（ａ）受注者は、工事用電力設備の保安責任者として、関係法令に基づき、有

　　資格者を定め、監督員に報告する。

（ｃ）保安責任者は、適切な保安業務を行う。

２６　工事用電力設備

　　電気工事士の資格を有する者。

（ｃ）電気保安技術者は、監理技術者、主任技術者、現場代理人が兼任できる。

（ｄ）電気保安技術者は、監督員の指示に従い、電気工作物の保安業務を行う。

　　　 の保安責任者

（１）施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで施工図を作成

　　事説明を実施すること又、工事に先立ち、「工事のお知らせ」等を配布し、

ネットワーク機器を盤内等に収納する場合は、放熱、耐塵等を考慮する。

　　網設備

・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

５　構内情報通信

（１）配線器具

　トは複式を使用してもよい。

　　スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、２口コンセン

　　コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用してはならない。

（２）照明器具

　　防災用照明器具は、建築基準法による非常用照明器具及び消防法による誘

　導灯とし、関係法令に適合したものとする。

（３）照度測定

　　フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使用する。

　　ただし、県営住宅における住戸内のフラッシュプレートついては、樹脂
　プレートを使用することができる。

２.３　工事別一般事項（特記事項選択項目は、○印のついたものを適用する）

　　項　　　　　目　　　　　　　 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　 

１　電灯設備

　　電灯設備工事に際し、新営工事の場合は新設後の、改修工事の場合は改修

　前と改修後の照度測定をJIS C 7612「照度測定方法」により、学校において

　は学校環境衛生基準により実施すること。

（１）動力制御盤及び開閉器箱の塗装色は、監督員の指定した色とする。負荷

　　ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特記がなく、かつ、照明器

　具に送り配線端子が具備されている場合は、位置ボックスを省略しても良い。

２　動力設備

　　用送り端子台は１負荷につきＵ・Ｖ・Ｗ・Ｅの４Ｐを原則とする。

（２）電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制御盤以降が別

　　途工事の場合は、当該制御盤の電源側接続までとする。

高 圧 引 込

負荷開閉器(PAS)

変圧器設備容量

柱上用高圧気中

受 電 電 圧

主 遮 断 装 置

引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

再確認する。また、ケーブル等の埋設及び、その

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。

（端末処理　　・耐塩用　　　　・一般用　　）

交流３相３線式　６.６kV　５０Hz

定格電圧　７．２kV　　定格電流　　　A

定格電圧　　　　kV　　定格遮断電流　　　kA

動力用　　　　　kVA×　　台　　　　

電灯用　　　　　kVA×　　台　

高圧進相コンデンサ　　　　kVar×　　台

直列リアクトル　　・６％　　・１３％

　　　　　　　　　　kVar×　　台

３　雷保護設備

４　受変電設備

受雷部突針はＬＲ１とする。

　　分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

　　天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗りしろカバーと仕上り面とが

　１０ｍｍ程度以上離れる場合は継枠を使用する。ただし、ボード張りで、ボ

　ード裏面と塗りしろカバーの間が離れないように施工した場合は、継枠を必

　要としない。

（４）分電盤

（５）継枠

（６）位置ボックスの省略

６　電力貯蔵設備

１０　昇降機設備

　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書による。

準仕様書（機械設備工事編）による。

局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せのうえで施工する。

　　ガス漏れ火災警報

　　設備、拡声設備

　　（非常放送設備）

（１）所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工する。

（２）総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を記入しておくものとする。

　　で行うものとする。

・　燃料電池発電装置　　　・　熱併給(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)発電装置

・　太陽光発電装置　　　　・　風力発電装置

・　ガスタービン発電装置　・　マイクロガスタービン発電装置

・　ディーゼル発電装置　　・　ガスエンジン発電装置７　発電設備

８　構内交換設備

９　自動火災報知設備、

（３）ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者立会いのうえ

　特記なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標

　　３　この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

　　　議するものとする。

　　２　受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員と協

　　　更の対象としないものとする。

第５条　濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として設計変

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ、直列ﾕﾆｯﾄ
２,０００

１,８００

〃

　　　　　取付高さ（ｍｍ）

〃

１,０００

一　　般

１,２００

２,０００

台上～中心

　壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として次のとおりとする。

２.４　取付高さ

分電盤、制御盤、開閉器箱

防水型コンセント

復帰ボタン（　　〃　　　）

呼出ボタン（身体障害者用）

〃

〃

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

（一般）

２,０００

　〃　　（身体障害者用）

スイッチ（一般）

２,０００

   １５０

   ２００（和室）

   ３００

   １５０

〃 (上端1,900以下)1,500

　　

１,１００

１,３００

〃

床上～中心

   ５００床上～中心

   ４００

廊下表示灯（　　〃　　　）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　

   ９００

(上端1,900以下)1,500

２,０００

１,８００

〃

   ５００

〃

測　　点名　　　　　　　　称

   ５００

   ９００

県営住宅

〃

３　その他
３．１　他工事との取合区分

　　　　発注図又は工事区分表による。

３．２　図面上の縮尺

３．３　疑義

　　　　本特記仕様書、特別共通仕様書及び標準仕様書等において疑義が生じた場合は、

　　　　監督員と協議するものとする。

第１条　この特記仕様書は、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

　　　舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるもの

　　　である。

第２条　受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

　　　　・種類及び処理量　　汚泥（油分を含む汚泥）　　．　m3
　　　　・中間処理施設　　　　　　市　　　地内、（株）

　　　　・処理方法　　　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）

　　　　・中間処理後、最終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）

　　２　受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

第３条　受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収した

　　　濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理するものとす

　　　る。

　　２　受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結しな

　　　ければならないものとする。

　　３　受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業廃

　　　棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

　　４　受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律において

　　　定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

第４条　受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければな

　　　した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

（台上）　　　　　　　　　〃　　　　　　　

　〃　　（人感センサー切換用）

端子盤

　　　らないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき締結

　　２　受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

　　　　図面上の縮尺は、ＪＩＳ　Ａ１版とした縮尺とする。

(上端1,900以下)1,500

（ｂ）保安責任者は、前項２５の電気保安技術者が兼任できる。

３．４　新型コロナウイルス感染防止対策について

工事の施工に当たっては、国土交通省土地・建設産業局建設業課長発出「新型コロナウイルス感染症に

え、適切な対応を行うこと。
係る緊急事態宣言を踏まえた工事及び業務の対応について」（令和３年１月７日付け事務連絡）を踏ま

A1：N/S

A3：N/S

地方独立行政法人

埼玉県立病院機構

本部施設整備担当

管理幹本部長

１.２　工事場所　北足立郡伊奈町小室８１８－２

・　直流電源設備

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

１.１　工 事 名　２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

１.９　同時期発注の関連工事：災害拠点化工事

１.８　工事概要

【本館棟・病棟】建物延べ面積　６，５７２．５４㎡　主要構造・階数　ＲＣ造　地上３階　塔屋１階

【社会復帰棟】建物延べ面積　１,４９１.９２㎡　主要構造・階数　ＲＣ造　地上２階

【新病棟】建物延べ面積　７,０８９.１０㎡　主要構造・階数　ＲＣ造　地下１階　地上３階

【医観法指定入院施設】建物延べ面積　２,４８７.２９㎡　主要構造・階数　ＲＣ造　地上２階

【社会復帰棟】電話交換機設備更新工事　一式　【医観法指定入院施設】緊急通報設備更新工事　一式

【本館棟・病棟・社会復帰棟・新病棟・医観法指定入院施設】構内交換設備改修工事　一式

・　緊急通報装置

契　　　　約　　　　日　から　令和　４年　３月１１日　まで
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① 1F交換室 印刷室 電話交換機・電話交換台

② 医観法棟1F守衛室 緊急通報装置

本工事対象

配置図・案内図 1/1200 全体配置図・案内図
A1: 1/1200

０２

①

②

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事



６）サービス機能

（１）本仕様書は「精神医療センター水槽耐震補強工事ほか設計業務」工事における、電話交換設備に適用する。 ★外線発信 ★保留、転送

（２）本工事は有線電気通信法、電気通信事業法に定める端末設備等規則により、誠実に対応すること。 ・発信規制クラス ・保留代理

（３）本工事の完了は据付工事完了後、係員の立会検査合格後引き渡しをおこなうものとする。 ・局線発信 ・グループ／システムコールパーク

・ＬＣＲ発信 ・不在、応答遅延、話中、圏外転送

・ＮＣＣ指定発信

・リダイヤル ★システム機能

・発信者番号通知／非通知機能 ・固定／可変／部分短縮ダイヤル

・個別発番号通知 ・輻輳時優先端末指定

・ＶＰＮ ・フッキング操作簡略化（フッキングなし転送）

・FMC収容（保留代理、G指定／ 自Gピックアップ ）

★外線着信 ・ホテル連携

（１）IP統合交換機 １）概要 ・昼夜切替 ・ナースコール連携（ナースコール装置IF：BRI/IP)

本交換機は蓄積プログラム制御方式を採用したデジタルIP統合交換機であり、 ・ダイレクトダイヤル方式 　（ナースコール装置IFがIP時、WiFi/PHS混在収容可）

制御部、スイッチ部、加入者回路、トランク回路等により構成され、 ・ダイレクトインライン方式 ・内線閉域接続 ・32者会議機能

NTTなどの外線を収容して、構内交換装置として運用するものである。 ・ISDNダイヤルイン方式 ・幹部出退表示 ・ＰＨＳワンタッチ発信

・ISDN着サブアドレス ・切断キー ・ＰＢＸ間ローミング

２）方式 ・ダイレクトグループライン方式 ・ダミー端末収容 ・パーソナルグループコール

制御方式 ：集中処理方式 ・付加番号ダイヤルイン方式 ・長時間保留呼監視 ・ダイヤル復唱ガイダンス

ＣＰＵ ：デュアルコア・プロセッサ（64bitメモリバス） ・分散／中継台方式 ・複数拠点サービス ・MJ/MN接点出力

ストレージ ：FLASH SSD（CFAST） ・ＶＰＮ ・サバイバル機能 ・ＤＨＣＰ

冗長構成 ：１重化 or ２重化の選択可能 ・呼び出し信号音区別 ・ＮＴＰ

通話路方式 ：ＰＣＭデジタル通信（Ｔ１段、１重化 or ２重化） ・自動ハウラー送出 ・ＳＮＭＰ

３）機械的仕様 （２）電話機 １）一般電話機

・再送ダイヤルキー、フッキングキー、スピーカーキー、保留キーがあること

耐震性 ：水平／7.84m/s
2
、鉛直／1.96m/s

2
、追加措置／14.1m/s

2
・壁掛け可能なこと

構造 ：自立型キャビネット（ビルディングブロック方式）

入力電圧 ACタイプ：AC100V±10V、50/60Hz±1Hz　単相 ２）デジタル多機能電話機

　（ACタイプはバッテリー有。長寿命タイプは7～9年交換不要） ・LCD表示　16桁×4行、漢字/かな/カナ/英数

冷却方式 ：強制空冷（２変速ＦＡＮ） ・フレキシブルキー×30個（うち、ワンタッチキー×最大10個割付け可能）

環境条件 ：温度0～40℃、湿度：20～80%（非結露） ・電話帳登録：最大1,000件、発信履歴：50件、着信履歴：50件

４）収容回線 ３）IP多機能電話機

・ACアダプタによるローカル給電、もしくはPoE（IEEE802.3af）による給電

・フレキシブルキー×30個（うち、ワンタッチキー×最大10個割付け可能）

IP局線 ch ch ・電話帳登録：最大1,000件、発信履歴：50件、着信履歴：50件

ＩＮＳ１５００ ch ch PRIT

ＩＮＳ６４ ch ch P-P／P-MP ４）IP多機能カールコードレス電話機

アナログ局線 回線 回線 COT ・ACアダプタによるローカル給電、もしくはPoE（IEEE802.3af）による給電

・DECT方式によるコードレス子機を収容

IP専用線（SIP専用線） ch ch ・フレキシブルキー×30個（子機は8個。親機のワンタッチキー×最大10個割付け可能）

市外専用線（OD専用線） 回線 回線 ・個別電話帳登録：最大1,000件　（共通電話帳：2,000件）

市内専用線（LD専用線） 回線 回線 ・発信履歴：20件、着信履歴：20件

1.5M－ISDN専用線 回線 回線

2M－ISDN専用線 回線 回線 ５）PHS

2M専用線 回線 回線 ・無線区間は規格（RCR STD-28）に従うこと

・LCD表示　12文字(漢字：6文字)ｘ3行＋アイコン1行

アナログ内線回路 回線 回線 ALC ・電話帳登録：最大300件、発信履歴：10件、着信履歴：10件 最大7架構成 約0.7kg 約1.0kg

アナログ延長内線回路 回線 回線 LLC ・連続待ち受け時間：700時間 最大398kg（1架あたり、バッテリー含む） -10～+45℃、20～85%RH（結露なきこと） ライトグレー

デジタル多機能内線回路 回線 回線 DLC ・連続通話時間：7時間 DP(10PPS/20PPS)／PB切替方式 0～+40℃、20～85%RH（結露なきこと）

PHS内線回路 回線 回線 CDLC

OD内線回路 回線 回線 OD ６）中継台

回線 回線 BRI ・ファンクションボタン：10個、ワンタッチコールボタン：20個

中継台回路 回線 回線 POT ・送話カットキー、群話中表示ランプ

音声パケットI/F ch ch CVIT ・均等着信機能

・呼種別指定応答および優先呼種別応答機能

PB受信回路 ch ch ・ミュートキー

モデム信号受信回路 ch ch

モデム信号送信回路 ch ch ７）SIP内線

ガイダンス回路 ch ch ・固定電話タイプのSIP内線端末を収容できること

会議トランク ch ch ・ソフトフォンタイプのSIP内線端末を収容できること

ページングトランク ch ch

（３）PHS基地局 １）デジタルPHS基地局

・無線区間は規格（RCR STD-28）に従うこと

・音声チャネル数：3チャネル

５）収容端末 ・LED表示：2色（赤／緑）

・ACアダプタによるローカル給電、もしくは局給電

・線路長条件：1,300ｍ　（２Ｗ　0.65φ　センター給電）

一般電話機 台 台 　　　　　　　2,000ｍ　（４Ｗ　0.65φ　センター給電）

デジタル多機能電話機 台 台

IP多機能電話機 台 台 ２）IP-PHS基地局 親機：約0.9kg　子機：約0.2kg 約42g 約4kg

PHS基地局 台 台 0～+40℃、20～85%RH（結露なきこと） 0～+50℃、20～85%RH（結露なきこと） シルバーグレー

・無線区間は規格（RCR STD-28）に従うこと IPTEL-SYNC同期装置（8台以上で必要）

・音声チャネル数：3ch

・IP音声コーデック方式 G.711、G.729a、G.723.1(5.3k/6.3k)

・LED表示：4色（青／赤／緑／橙）

（４）遠隔ユニット １）IP-LTU

６）電気的特性

・IP音声チャネル数：48ch（RLTICB／1枚あたり）

・IP音声コーデック方式 G.711、G.729a

・回線基盤用スロット：最大6枚実装（IPLTUBの場合。IPLTUAは15枚、IPLTUCは3枚）

アナログ内線

アナログ延長内線

デジタル多機能内線 （５）サバイバルBOX １）サバイバルBOX

PHS内線回路(6W時)

基本Ｉ内線(P-MP) ・IPLTUや端末がDISCOVERYneo 本体より制御出来ない場合に、サバイバルBOXにより

中継台(6W時) 　自律的に拠点内の局線や内線接続サービスを継続提供できること。

市外専用線（OD専用線） （６）IP局線 １）IP局線収容ユニット（VC-D01B）

市内専用線（LD専用線） 収容ユニット

・ひかり電話などのIP局線をIP直収容できること

（7）保守

約0.5kg 約37kg 約11kg

0～+40℃、20～85%RH（結露なきこと） シルバーグレー シルバーグレー

（8）その他 0～+40℃、20～80%RH（結露なきこと） 0～+40℃、20～80%RH（結露なきこと）

質量

本体色

質量

使用条件

ｵﾌﾟｼｮﾝ

質量

使用条件

形状

質量

質量

使用条件

方式

構内IP-PHS基地局 遠隔ユニット（IPLTUB） 遠隔ユニット（IPLTUC）

IP統合交換機 一般電話機 デジタル多機能電話機

IP多機能カールコードレス電話機 PHS電話機 中継台

質量

色

使用条件

電　話　交　換　機　仕　様

１．一般事項

２．機器仕様

中　継　方　式　図

外　観　図

回線種別 今回使用数 実装数 備考

名　称 仕　様　内　容

局

線

専

用

線

端末種別 納入台数 備考

端

末

内線標準トラフィック 7.1HCS/L

使用台数

サ

ー

ビ

ス

内

線

線路長(m)　線径毎
ループ抵抗：Ω

350 550 750

0.45φ 0.5φ 0.6φ

660 1,030 1,700

150 1,400 1,800 2,000

実用値 280 350 450

内

　

線

専

用

線

750 1,000

3,000 4,800

187

130

ー

7,800

3,000 9,000 14,000 23,000

1,200

1,600

実用値 11,000 14,000 18,000

質量

使用条件

質量

本体色

使用条件

質量

本体色

使用条件

交換機本体

アナログ公衆

BRIT

INS1500 局線

INS64 局線

PRIT

COT

IP 局線
ルータ

スイッチ
IP 局線収容

MDF

CIVT

MDF IDF

ALC

DLC

CDLC

POT

ルータ

スイッチ

アナログ内線

デジタル多機能

PHS 基地局

中継台

遠隔ユニット
内線 /専用線収容局線収容

約1.0kg

ライトグレー

0～+40℃、20～85%RH（結露なきこと）

質量

色

使用条件

約0.4kg

-10～+50℃、20～85%RH（結露なきこと）

質量

使用条件

約5.5kg

ペールホワイト

0～+40℃、20～80%RH（結露なきこと）

質量

本体色

使用条件

約5.5kg

ペールホワイト

0～+35℃、20～80%RH（結露なきこと）

質量

色

使用条件

IP局線収容ユニット

IP多機能電話機

構内PHS基地局

サバイバルBOX

IP多機能

IP-PHS基地局

PHS

SIP端末

サバイバルBOX

外　観　図
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寸法は参考とする
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工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　特記仕様書・機器姿図



既設交換機

手順1 手順2 手順3 手順4

手順5手順6手順7手順8

交換機側

MDF

ローカル側

内線電話機

各階、各棟電話端子盤ヘ

PHS基地局

既設交換機

交換機側

MDF

ローカル側

既設端子板取り外し

既設交換機

交換機側

MDF

ローカル側

新設交換機

交換機側

コネクタ付専用ケーブル

端子板新設

既設交換機

交換機側

MDF

ローカル側

新設交換機

交換機側

コネクタ付専用ケーブル

端子板新設

既設ジャンパー

線移し替え

既設交換機

交換機側

MDF

ローカル側

新設交換機

交換機側

コネクタ付専用ケーブル

端子板新設

既設ジャンパー線

コネクタを抜いておく

新ジャンパー線接続

MDF

ローカル側

新設交換機

交換機側

コネクタ付専用ケーブル

端子板新設

既設ジャンパー線撤去

コネクタを抜いておく

新ジャンパー線接続

既設交換機及びコネクタ付ケーブル撤去MDF

ローカル側

新設交換機

交換機側

コネクタ付専用ケーブル

端子板新設

コネクタを差し込む

既設MDF

MDF

ローカル側

新設交換機

交換機側

内線電話機

PHS基地局

内線電話機

PHS基地局

内線電話機

PHS基地局

内線電話機

PHS基地局

内線電話機

PHS基地局

内線電話機

PHS基地局

内線電話機

PHS基地局

既設交換機

交換機側

既設交換機

交換機側

０４
A1: 1/N.S

切替前動作試験項目

1.

2.

3.

4.

5.

新規PHS動作試験

内線相互試験

外線発信試験

専用線接続試験

交換台（中継台）動作試験

内線相互発着信試験を行い、正常に動作することを確認します。

内線から外線に発信できることを、確信します。

正常に回線を補足することを確認します。

交換台が正常に動作する事を確認する。

PHS電話機にて通話試験を行い、正常に通話できることを確認します。

※既設PHS電話機は切替時に回収して設定します。

※多機能電話機含む。

※第1外来緊急通報ポケべル連動呼出用回路。

既設交換機端子板を、MDFより浮かします。 新設交換機の端子板を取り付け、ケーブルを接続します。

既設ジャンパー線をローカル端子の一次側（左側）に移します。

1回線毎に約30秒間、無音になり使用出来ません。

但し、通話中の回線は通話が終わったのを確認してから切替ます。

新旧内試験を行い、接続を確認します。

新設交換機の試験調整して動作確認を行います。

新交換機のコネクタを抜いて、新旧の回線の衝突を防ぎます。

新設交換機端子板とローカル端子板を、ジャンパー線で接続します。

守衛室に代表電話（医療センター、保健センター各1台）

既設交換機のジャンパー線を切断します。

用の電話機を仮設で設置します。

新設交換機のコネクタを差し込みます。

既設交換機の電源を切断し撤去します。

既設交換機撤去後、新設交換機を据え付けます。

手順1～5:切替前作業

手順6～8：切替作業

電話交換機参考切替手順

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　電話交換機参考切替手順



手元開閉器盤

出退表示電源盤

Ｋ

Ｉ

Ｇ

配線ダクト

ポケベル装置

Ｈ＝４００

Ｈ＝１，７５０

Ｈ＝８３０

棚

棚

ＭＤＦ

壁貫通補修１００φ×１

電話室

印刷室

倉庫

壁貫通補修１００φ×１

６
，

０
０
０

６
，

０
０

０

棚 棚

病歴室

交換機

電話交換機

E75X2

E75

中継台

保守用PC

印刷室機器配置詳細図  1/20

印刷室

入口

倉庫

棚 棚電話交換機

400 650
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2,
10

0

10
0

（視覚障害者用）

中継台

中継台

※現在未使用

A1: 1/80
０５Ｅ

手元開閉器盤

出退表示電源盤

Ｋ

Ｉ

Ｇ

配線ダクト

ポケベル装置

Ｈ＝４００

Ｈ＝１，７５０

Ｈ＝８３０

棚

棚

ＭＤＦ

電話室

印刷室

倉庫

６
，

０
０
０

６
，

０
０

０
病歴室

交換機

中継台

保守用PC

機器配置図　1/40

（視覚障害者用）

中継台

中継台

※現在未使用

既設機器

※配線は原則既存利用とし

機器設置場所の移動等により必要となった場合は更新とする

新設機器

手元開閉器盤

出退表示電源盤

Ｋ

Ｉ

Ｇ

配線ダクト

ポケベル装置

Ｈ＝４００

Ｈ＝１，７５０

Ｈ＝８３０

棚

ＭＤＦ

電話室

印刷室

倉庫

６
，

０
０
０

６
，

０
０

０

病歴室

交換機

中継台

保守用PC

（視覚障害者用）

中継台

中継台

※現在未使用

手元開閉器盤

出退表示電源盤

Ｋ

Ｉ

Ｇ

配線ダクト

ポケベル装置

Ｈ＝４００

Ｈ＝１，７５０

Ｈ＝８３０

棚

棚

ＭＤＦ

電話室

印刷室

倉庫

６
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０
０

０
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，
０

０
０

病歴室

交換機

中継台

保守用PC

（視覚障害者用）

中継台

中継台

※現在未使用
手元開閉器盤

出退表示電源盤

Ｋ

Ｉ

Ｇ

配線ダクト

ポケベル装置

Ｈ＝４００

Ｈ＝１，７５０

Ｈ＝８３０

棚

電話室

印刷室

倉庫

６
，

０
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０
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，
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０
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病歴室

交換機

中継台

保守用PC

（視覚障害者用）

中継台

中継台

※現在未使用

既設交換機端子板を

MDFより浮かします

棚

新設交換機設置の為

棚を移動する

棚

交換機

ケーブルを接続します

手元開閉器盤

出退表示電源盤

Ｋ

Ｉ

Ｇ

配線ダクト

ポケベル装置

Ｈ＝４００
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ＭＤＦ

電話室
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病歴室

交換機

中継台

保守用PC

（視覚障害者用）

中継台

中継台

※現在未使用

棚

交換機

一次側（左側）に移します。

既設ジャンパー線をローカル端子の

手元開閉器盤

出退表示電源盤

Ｋ

Ｉ

Ｇ
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中継台

保守用PC

（視覚障害者用）

中継台

中継台

※現在未使用

棚

交換機

ジャンパー線で接続します。

新設交換機端子板とローカル端子板を

新旧の回線の衝突を防ぐ

新設交換機のコネクタを抜いて

手元開閉器盤

出退表示電源盤

Ｋ

Ｉ

Ｇ

配線ダクト

ポケベル装置

Ｈ＝４００
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病歴室

交換機

中継台

保守用PC

（視覚障害者用）

中継台

中継台

※現在未使用

棚

交換機

切断します。

既設交換機のジャンパー線を

ＭＤＦ

棚

交換機
新設交換機のコネクタを差し込みます。

既設交換機及びコネクタ付ケーブル撤去既設交換機の電源を切断し撤去します。

既設交換機撤去後、新設交換機を据え付けます。

既設位置に移設

新設交換機移設の為

棚を元に戻す

手順① 手順② 手順③ 手順④ 手順⑤

手順⑥手順⑦手順⑧

交換機専用コネクタ付きケーブル

(電話業者側で用意)

(施設側)

(施設側)

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　電話交換機切替手順詳細図

新設交換機の端子板を取り付け



１階

２階

３階

Ｒ階

病棟・本館棟・社会復帰棟 構内交換設備　　系統図

3,
80

0
3,
80

0
4,
20

0

　Ｅ ０６
1/N.S(A1)

記　号

更新機器凡例

（電話設備）

名　　称

ＰＨＳ基地局 印が今回更新

ケーブル等再利用

廊下

病棟

廊下

社会復帰棟

廊下 廊下

本館棟

前室 中央監視室

エネルギー棟

ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ（ＰＦ２２）

地下１階

ピット

１階

２階

３階

Ｒ階

新病棟 構内交換設備　　系統図

ナースステーション

EPS3EPS2

スタッフ通路男子更衣室

廊下７

廊下７

C

電気室 機械室

廊下４

廊下４ 廊下４

100P

30P

廊下１１

廊下４

120P

EM-TKEE0.5-20P

ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－１００Ｐ×２

CR:W400

3,
80

0
3,

80
0

4,
20

0
5,

50
0

ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－３０Ｐ

ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．６５－１Ｐ×２（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ

ケーブルラック上

病棟（既設）

医療観察病棟

共用ユニット

1T-11T-21T-3

2T-1

廊下

T

廊下

T

社会復帰ユニット回復期ユニット 急性期ユニット

廊下

T T

廊下

T

廊下

T

T

既設電話へ至る

T

WP

ルーフバルコニー

ＥＭ－ＥＢＴ　０．６５－２Ｐ（ＰＦ２２）

１階

２階

３階

3,
80

0
4,

20
0

医観法指定入院施設 構内交換設備　系統図

ＰＨＳ基地局（ＷＰ：屋外ボックス付）
WP

1

A1

2

A1

3

A1

5

A1

6

A1

7

A1

10

A1

11

A1

12

A1

15

A1

16

A1

18

A1

19

A1

1

A2

2

A2

3

A2

4

A2

5

A2

8

A2
9

A2

10

A2

11

A2

1

A3

2

A3

3

A3

3

B2

1

B2

3

B2

1

B1

2

B1

1

B3

2

B3

3

B3

4

B3

1

B4

2

B4

5

B4

6

B4

1

C1

2

C1

3

C1

4

C1

5

C1 6

C1

1

C2

2

C2

※

※※

グループ

番号

既設端子盤

T-1-1

T-2-1

T-3-1

4

A1

8

A1
13

A1

14

A1

17

A1

6

A2

7

A2

12

A2
13

A2

2

B2

廊下１

4

B2

事務室

4

B4

3

B4

廊下１ 前室１ 廊下１０

7

B4

廊下１０

8

B4

1

B5

9

A1

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　PHS基地局設置位置 系統図（病棟・本館棟・社会復帰棟、新病棟、医観法指定入院施設）



備　考

既存

既存

CCP-P0.5-30P

リネン庫

EPS

看護師控室

ロッカー室
シャワー

E

A

B

C

押入

陶芸室

EPS

G

I

K

M

P

R

洗面洗濯室

中　庭

ミーティング室

倉庫

EPS

洗面洗濯室

PS

PS

シャワー
ロッカー室

WC-9

S

T

U

V

W

X

Y

前室－２

観察室

保護室－４ 保護室－３

保護室－２

前室－１

デイルーム

診察処置室
廊下

保護室－１
浴室

PS

脱衣室

WC

廊下

カンファレンス

汚物処理室

（１人室）

（１人室）

病室

病室

（１人室）

（１人室）

（１人室）

病室

病室

病室

WC(M)

PS

中　庭

洗面洗濯室

脱衣室

WC(W)

浴室

廊下

脱衣室

浴室

特殊浴室

WC
身障者用

1

Z

病室
（４人室）

（１人室）
病室

2 3

（４人室）
病室 病室

（４人室）

4 5

床の間押入

華道茶道室

踏込

レストラン

C

a

b

プレイルーム

病歴室

電話室

PS

印刷室

談話喫煙コーナー

待合

薬局事務室薬局

社会復帰棟 本館棟

処置室（大）

廊下

風除室

WC-1

厨房

倉庫

事務室

守衛室

PS

PS EPS

中　庭

本館棟 体育館棟

厨　房

シールドルーム

PSEV-2EV-1
ストレッチャー

面会室相談室

EPS

ナース実習生室

置場 歯科

病　棟 本館棟

臨床検査室

WC-2

EPS

機械室

消毒室

脱衣室

WC-5

汚物処理室
器材庫

浴室

廊下－６

前室

保護室

病室
（１人室）

廊下－５

ワゴン洗浄コーナー

リネン庫PS

廊下－３

コンピュータ室

廊下－１

心理判定室

断層Ｘ線ＴＶ室 一般撮影室 待合

冷凍庫

暗室

売店

PS

理容室

操作室

集団療法室

Ｘ線ＣＴ室

清掃人室

更衣室

検収ホール

倉庫－２

手洗コーナー

食品庫

冷蔵庫

WC

WC

廊下－２

事務室

倉庫－１PS

洗濯室

更衣室

エネルギー棟

体育館棟

通用口ホール

体育館

放送室

機械室－２

ボイラー室仮眠室

DS

舞　台 倉庫

ボイラー室

機械室－１

ブロアー室

焼却炉

中央監視室

WC US

洗濯コーナー

脱衣室

冷凍機室

エネルギー棟

前室

解剖室

WC

US

霊安室

塵芥集積庫

附属棟

浄化槽

医療ガスボンベ庫 ポンプ室

オイルタンク

受水槽

（１人室）（４人室）
病室

（１人室）
病室 病室
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仮眠室

PS

倉庫

倉庫

6,
00

0
3
,0
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,
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1,200 4,000 3,000 7,000
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6,000 6,000

72,500
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3
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7
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00

4
,0

0
0
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7
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6,
0
00

ナースステーション

J

JJ

J

J J

J J

PT

(天井内)

T

M
DF

T

T

T

T

T
T T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

T

TT

T

T

T

T

T

T

T

T T

T

F
T

F

T

事務室

T T

TT

T T

T

T T

T

T T F

T

CCP-P0.5-10P

CCP-P0.5-10P

CCP-P0.5-10P

CCP-P0.5-10PX2

構内0.5-10P(PHS用)
CCP-P0.5-10P
CCP-P0.5-30P

CCP-P0.5-30P

CCP-P0.5-30P
CCP-P0.5-50P

CCP-P0.5-10PX2

CCP-P0.5-10PX2

構内0.5-20P(PHS用)
構内0.5-30P(PHS用)

CCP-P0.5-10P

CCP-P0.5-10P
CCP-P0.5-30P

エントランスホール

構内0.5-20P(PHS用)
CCP-P0.5-10PX2
CCP-P0.5-30PX2
CCP-P0.5-50P

構内0.5-30P(PHS用)
CCP-P0.5-10PX3
CCP-P0.5-30PX4
CCP-P0.5-50P

CCP-P0.5-30P

CCP-P0.5-10P

構内0.5-30P(PHS用)
CCP-P0.5-10PX7
CCP-P0.5-30PX5
CCP-P0.5-50P

構内0.5-30P(PHS用)

CCP-P0.5-30PX4
CCP-P0.5-50P

CCP-P0.5-10PX7

T

休憩室

超音波検査室

相談室6

相談室1

相談室2

相談室3

相談室4

診察室1

診察室2

診察室3

処置室2

生理検査室

ﾜｰﾌﾟﾛ室

工芸室

就労訓練室

作業グループ室

事務室
(会計受付）

料理実習室

休養室2

診察室

事務室

相談室1

T

T

T

T

T

T

T

T

F

F T

診察室4 診察室5

第１会議室

T

T

T

生活グループ室

1399

1390

1391

1380

1419

凡例

電話端子盤

電話用アウトレット

記号

T

F 内線FAX

ＰＨＳ基地局

M

P パトライト用内線

PCﾓﾃﾞﾑ用内線

T

アナログ電話機

多機能電話機電話機M

1119
M

1191

1192

1193

1194

1195

1196

1186

1181

1404

1405

1403

1185

1484
1184

1402
1319

1310

1410

1311 1312

1313 1315
1309

1314

1317

1318

1316

1356

1357

1358

1350

1351

1352

1353

1361

1360

1359

1366

1355

1354

1362

1363

1364

1365

1168

1178

1468

1176

1175

1177

1180

1182

1183

1197 1198

1187

1401

CCP-P0.5-30P

1T-8

1T-3

1167

1465 1166

T

1153 1154

1170
T

1171

11611160

11411140

1120

1131 M

11321130

1150 14501151

1174

1165

P

T
M

T

M

1990(ﾊﾟﾄﾗｲﾄ)

名　　　称

既存

既存

既存

既存

既存

取替

※配管配線は既存

電話交換機

T 1299

1298

1999

　Ｅ ０７
1/200(A1)

電話交換機設置箇所

別途詳細図参照

1

A1

2

A1

3

A1

5

A1

6

A1

7

A1

10

A1

11

A1

12

A1

15

A1
16

A1

18

A1

19

A1

居室１

居室２

居室３

居室４

居室５

居室６

居室７

居室１

多目的室
居室８

UB

UB

UB

UB

UB

UB

UB

UB

廊下、渡り廊下

廊下５

4

A1

8

A1

9

A1

13

A1

14

A1

17

A1

事務室

T T

T

T

T

電話室

守衛室仮眠室

T

AT
T

AT
T

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　PHS基地局設置位置 １階平面図（病棟・本館棟・社会復帰棟）

PHS基地局

機器のみ更新とし

凡例

T デジタル多機能電話機

中継台ATT

ケーブルは既存利用とする



病室

（４人室）

（１人室）

ストレッチャー

（１人室）

（１人室）

（１人室）

（４人用）

（４人用）

（４人用）

（４人用）

B

A

C

仮眠室

管理室

居室１

居室２

居室３

居室４

風除室

バルコニー

キッチンルーム

プレイルーム

病室

押入

（４人用）

（４人用）

（４人用）

（４人用）

K

G

E

I

バルコニー

物干場

M

R

P

脱衣室

脱衣室

WC-10(M)

WC-10(W)
居室５ 廊下

居室６

居室７

中　庭

浴室

PS

居室８

（４人用）

居室９

浴室

PS

EPS 押入

倉　庫

家族相談室

機械室

ユーティリティ 相談室

押入

バルコニー

社会復帰棟 本館棟

PS

保護室－２

S

U

T

保護室－４ 保護室－３

バルコニー デイルーム

前室－１

X

W

V

Y

（４人室）

病室

（４人室）

病室

（４人室）

WC

保護室－１

観察室

廊下
診察処置室

浴室

脱衣室

前室－２

廊下

看護師控室 相談室 集団療法室

置場

器材庫

中　庭

脱衣室

浴室

汚物処理室

WC(W)WC(M)

洗面洗濯室

浴室 脱衣室

廊下

リネン庫 機械室 患者会室

Z

21 3

（４人室）（４人室）

病室 病室

（４人室）

4 5

病室

（４人室）

病室

6 7

b

C

a

電気室

クーリングタワー置場

コ・メディカル室

屋　根

上部吹抜

エントランスホール

モニター室 DS

センター長室

応接兼会議室

事務局長室

秘書

中　庭

廊下

研修室

屋　根

体育館棟

WC-4

PS

湯沸室

本館棟

廊下

前室

PAC

部長室

病　棟 本館棟

EV-2EV-1
面会室

WC-3

PS

屋　根

更衣室－２

US

滅菌器材室
PS

作業療法室

機械室

病室

病室

病室

病室

中間帯

コーナー

レカバリー

更衣室－１

US

WC

洗浄滅菌室

オートクレーブ

手術室

UB

図書室

当直室－５当直室－３ 当直室－４

WC

脱衣
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　Ｅ ０８
1/200(A1)

PHS基地局

機器のみ更新とし

ケーブルは既存利用とする

凡例

1

A2

2

A2

3

A2

4

A2

5

A2

8

A2

9

A2

10

A2

11

A2

6

A2

7

A2

12

A2

13

A2

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　PHS基地局設置位置 ２階平面図（病棟・本館棟・社会復帰棟）
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　Ｅ ０９
1/200(A1)

PHS基地局

機器のみ更新とし

ケーブルは既存利用とする

凡例

1

A3

2

A3

3

A3

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　PHS基地局設置位置 ３階平面図（病棟・本館棟・社会復帰棟）
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給気

風道

上部チャンバーボックス

（上部二重スラブ）

CH

RB-1・2保守用電話回線

EM-EBT0.65-2P　PF16

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．６５－１Ｐ×２（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ（ＰＦ２２）×２

階段 1

倉庫 B2

倉庫 B1

機械室 B1

　Ｅ １０
1/150(A1)

1

B1

2

B1

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

電話設備

１．特記なき配線は、下記とする。

注記

PT

２．特記なきシンボルは、下記とする。

情報配管設備

T

KC

C

C

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ　　　二重天井内配線　壁立下保護配管（ＰＦ２２）

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ×４　二重天井内配線　壁立下保護配管（ＰＦ２２）

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ　　（ＰＦ２２）　天井隠蔽配線　

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ　　（ＰＦ２２）　床隠蔽配線　

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ×２（ＰＦ２２）　床隠蔽配線　

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ×３（ＰＦ２２）　床隠蔽配線　

：　　　　　　　　　　（ＰＦ２２）　床隠蔽配管

：　　　　　　　　　　（ＰＦ２２）　天井隠蔽配管

：電話端子盤（弱電設備兼用）

：電話モジュラージャック（６極４芯）＋電話機

：公衆電話モジュラージャック（６極４芯）

：情報アウトレット

：情報アウトレット（天井付）

：情報アウトレット（県庁用）

：ケーブルラック（弱電兼用）　サイズは傍記による

３．図中　　　　　　は、ケーブルラック用防火区画貫通処理材を表し、国土交通大臣認定工法にて施工すること。

凡例

PHS基地局

機器のみ更新とし

ケーブルは既存利用とする

構内交換設備　PHS基地局設置位置　地下１階平面図（新病棟）
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設備名称 自ｹｰﾌﾞﾙ 至

緊急通報設備 EM-CPEES0.65-30P×2 1階EPS(3)1T-1 2階EPS(3)2T-1

電話設備 社会復帰棟1階交換室MDF 2階EPS(3)2T-1

電話設備 1階EPS(3)1T-1 2階EPS(3)2T-1

EM-TKEE0.5-100P×1

EM-EBT0.65-10P×1

緊急通報設備 1階EPS(3)1T-1EM-CPEES0.65-30P×1 3階EPS(3)3T-1

授乳コーナー

設備名称

電話設備

EM-EBT0.65-10P×1 1階EPS(3)1T-1 1階EPS(2)1T-2

ｹｰﾌﾞﾙ 自 至

EM-TKEE0.5-30P×2 1階EPS(3)1T-1 1階EPS(2)1T-2

電話設備(PHS)

EM-FCPEE0.65-1P×2(PF22)

地下1階電気室PHSアンテナへ地下1階ベッド消毒室電話機へ

EM-EBT0.65-2P(PF22)×2

T-1-2

T-1-1

設備名称

電話設備

ｹｰﾌﾞﾙ 自 至

1階EPS(3)1T-1 1階EPS(2)1T-2EM-EBT0.65-10P×1

ホール 3

ホール2

ホール 1

EV ホール

公衆TEL

廊下 1

廊下 3

ME 機器保管室

第5会議室

倉庫 11

宿直室 1

宿直室 6

宿直室 5

宿直室 4

宿直室 3

宿直室 2

廊下 5

倉庫 2

待合ホール 1

第 3外来受付

第 2外来受付

(踏込 )

廊下 2

光庭 1

倉庫 1

(冷蔵 )

(冷凍 )

(踏込 )(踏込 )

廊下 4

屋外階段 B

屋外階段 A

屋外階段 D

屋外階段 C

ホール 2

　Ｅ １１
1/150(A1)

2

B2

1

B2

3

B2

3

B2

4

B2

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

構内交換設備　PHS基地局設置位置　１階平面図（新病棟）

T

PT

２．特記なきシンボルは、下記とする。

：ケーブルラック（弱電兼用）　サイズは傍記による

：公衆電話モジュラージャック（６極４芯）

１．特記なき配線は、下記とする。

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ×２

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ×３
3

：ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－３０Ｐ

：ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－３０Ｐ×２
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30P

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ×４
4

5
：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ×５

：ＥＭ－ＥＢＴ０．６５－２Ｐ

2

100P

120P
：ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－１００Ｐ＋２０Ｐ

：ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－１００Ｐ

電話設備　注記

：電話モジュラージャック（６極４芯）＋電話機

：電話端子盤（弱電設備兼用）

KC ：情報アウトレット（県庁用）

C ：情報アウトレット

：情報アウトレット（天井付）C

：ＨＵＢ（別途工事）

：ケーブルラック（弱電兼用）　サイズは傍記による

２．特記なきシンボルは、下記とする。

：（ＰＦ２２）　天井隠蔽配管

：（ＰＦ２２）　床隠蔽配管

１．特記なき配線は、下記とする。

情報配管設備

：カバープレート

情報配管設備　注記

凡例

PHS基地局

機器のみ更新とし

ケーブルは既存利用とする

1階EPS(3)1T-1

電話設備 1階EPS(3)1T-1 社会復帰棟1階交換室MDF

社会復帰棟1階交換室MDF

社会復帰棟1階交換室MDF

電話設備

電話設備

電話設備

2階EPS(3)2T-1

EM-TKEE0.5-100P×1

EM-TKEE0.5-100P×1

EM-TKEE0.5-20P 1階EPS(3)1T-1

EM-EBT0.65-30P 社会復帰棟1階交換室MDF

設備名称 ｹｰﾌﾞﾙ 至自
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工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

凡例

PHS基地局

機器のみ更新とし

ケーブルは既存利用とする

KC ：情報アウトレット（県庁用）

C ：情報アウトレット

：情報アウトレット（天井付）C

：ＨＵＢ（別途工事）

２．特記なきシンボルは、下記とする。

：（ＰＦ２２）　天井隠蔽配管

：（ＰＦ２２）　床隠蔽配管

１．特記なき配線は、下記とする。

情報配管設備

注記

：カバープレート

：ケーブルラック（弱電兼用）　サイズは傍記による

構内交換設備　PHS基地局設置位置　２階平面図（新病棟）
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工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

PHS基地局

機器のみ更新とし

ケーブルは既存利用とする

KC ：情報アウトレット（県庁用）

C ：情報アウトレット

：情報アウトレット（天井付）C

：ＨＵＢ（別途工事）

：ケーブルラック（弱電兼用）　サイズは傍記による

２．特記なきシンボルは、下記とする。

：（ＰＦ２２）　天井隠蔽配管

：（ＰＦ２２）　床隠蔽配管

１．特記なき配線は、下記とする。

情報配管設備

注記

：カバープレート

凡例

構内交換設備　PHS基地局設置位置　３階平面図（新病棟）
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EM-CPEE0.9-10P～3

EM-TKEE0.5-100P （電話）

（緊急通報）

F

　Ｅ １４
1/100(A1)

C

C

C

C

C C

AREA1 AREA2

AREA3

AREA4

AREA5
AREA6

AREA7
AREA8

AREA11

AREA10

AREA9

AREA12

AREA13

AREA14

AREA15
AREA16

AREA17

AREA18

AREA19

AREA20

R

ZONE A
ZONE EZONE B

ZONE F

ZONE DZONE C

CC

C C C

1

C1

2

C1

3

C1 4

C1

5

C1

6

C1

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

PHS基地局

機器のみ更新とし

ケーブルは既存利用とする

凡例

構内交換設備　PHS基地局設置位置　１階平面図（医観法指定入院施設）



室外機スペース

玄関庇

2,850

DN

屋根

EPS

廊下

廊下

屋内運動場吹抜

中庭２吹抜

中庭１吹抜

作業療法室

防音活動室

ＥＶ

乗用13人

情報管理室
ＨＷＣ

ルーフバルコニー

WC(M)

PS

バルコニー

前室

保護室

保護室

保護室

病室病室病室

6,0006,0006,000

1,000

5,0006,0006,000 7,500

8
,6

50
9
,3

00
8,
6
50

4
7,

45
0

8,
3
50

5,
30

0
7
,2

00
8
,6

50

31
,9

0
0

6504,325

6,8507,5007,8257,5007,5007,50010,0007,5007,825

70,000

デイルーム

3,
27

5
3
,9

25
3
,2
4
0

2
,0
6
0

3,
24

0
3,

60
0

1
,5

10

集団精神療法室１

集団精神療法室２

倉庫１

倉庫２

倉庫(OT)

キッチン(OT)

倉庫３

スロープ(勾配:1/12)
DN

DS

倉庫

DS

トップライト

受水槽

DN

RD

バルコニー

Ｚ ＳＴＵＷＸＹ Ｖ

NA NB NC ND NE NF
NG

NH NI NJ

N1

N2

N3

N4

N5

N6

N7

N8

N9

N10

N11

キュービクルスペース
発電機スペース

電話受口（モジュラージャック６極4芯）＋電話機

電話受口（モジュラージャック６極4芯）＋電話機

C

情報受口（モジュラージャック8極8芯）

情報受口（モジュラージャック8極8芯）

（情報設備）

記　号

凡　例

（電話設備）

T

T

端子盤

名　　称

ＯＡ床用

ＯＡ床用

備　考

情報受口（モジュラージャック8極8芯）
C

床用

C

ＰＨＳ用アンテナ

電話受口（モジュラージャック６極4芯）＋電話機
T

床用

K：県庁LAN用　　E：電子カルテ用

（緊急通報設備）

オ：オーダリング用

配管配線にて防火区画及び防火上主要間仕切りを貫通する場合は、

区画処理（大臣認定工法）を行うこと。

ＥＭ－ＥＢＴ　０．６５－２Ｐ（ＰＦ２２）

２．

T

特記なき配管配線は下記の通りとする。

注　記

１．

（電話設備）

ＥＭ－ＥＢＴ　０．６５－２Ｐ（ＰＦ２２）
T

ＥＭ－ＵＴＰ５ｅ－４Ｐ（ＰＦ２２）

（情報設備）

U

ＥＭ－ＵＴＰ５ｅ－４Ｐ（ＰＦ２２）

図中　　　は、ケーブルラック防火区画貫通処理（大臣認定工法）を示す。３．

空配管　　（ＰＦ２２）C

空配管　　（ＰＦ２２）C

（緊急通報設備）

T

T

T

C

T

T

C

C

E

E

K

2T-1

T

T

T

T

C

C

T

EV制御盤

K

K

K

K

K

K

R

R

R

R

R

R

AREA21

AREA22

AREA23

AREA24

AREA25

F

F

F

F

F

ZONE G

F

F

F

F

T

F

R

P
P

P

T

K

P

ＰＨＳ用アンテナ（ＷＰ：屋外ボックス付）
WP

WP

WP

WP

緊急通報受信機 WR-250(AC100V入力)

PC  サーバPC

DO  DO出力

F  LEDフラッシュライト

P  ポケベル送信機

H  緊急通報用エリア表示盤

R

※機器にＷＰとあるものは、屋外ボックス付とする。

EM-UTP0.5-4P（ＰＦ２２）
K

EM-CPEE0.9-3P（ＰＦ１６）
F

EM-CPEE0.9-10P（ＰＦ２２）
H

EM-CPEE0.9-1P（ＰＦ１６）
P

AREA26ZONE H

ZM-300A

F

FU

U

　Ｅ １５
1/100(A1)

1

C2

2

C2

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

PHS基地局

機器のみ更新とし

ケーブルは既存利用とする

凡例

構内交換設備　PHS基地局設置位置　２階平面図（医観法指定入院施設）



: CPEE0.65-10P

BH22

5P

AD

BD

TC

PC SV HUB

UPSK

呼出設備

呼出設備

呼出設備

既存緊急通報システム

K

WT

BH9

TX

PB

BH22

TX

PBX(別途設備)

既存相談室主装置(別途設備)

呼出設備

緊急通報主装置

A

A

K

A

1病棟

2病棟

5病棟

6病棟

7病棟

B

5P

5P

5P

5P×2

5P×2

×2台

C

C

守衛室

(守衛室)

既存架

8台(他守衛室に1台)

メイン電源あり表示盤は5病棟設置

A

: CPEE0.65-15P
B

: 既存CPEV0.65-2C
C

: 緊急通報制御装置

: 緊急通報I/F装置

PC

SV

: ハブHUB

: 緊急通報受信機K

: 緊急通報発信器WT

: 緊急通報呼出制御装置

: 緊急通報拡張ユニット

BD

AD

: 緊急通報エリア情報出力装置TC

: 緊急通報送信機TX

: 22窓発報表示盤(1,2,5,6病棟共通)BH22

: 既存7病棟用9窓表示盤BH9

緊急通報システム概要①

今回更新対象部分

１６
A1: 1/N.S

A

具体的な内容はシステム詳細図に記載

守衛室

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

緊急通報設備　システム図



緊急通報システム詳細系統図

緊急通報受信機(動作確認用1台)

発報表示盤　電源付(1台)

緊急通報受信機　37台

UPS

HUB

7病棟守衛室

液晶モニター(19インチ)

(緊急通報＆

携帯型小型発報送信機タグ　30台

緊急通報I/F装置

接点出力装置(PLC)

HUB2台

緊急通報フラッシュライト(26台)

(LEDフラッシュライト)

ポケットベル受信機　10台 ポケットベル送信機　8台

緊急表示盤(2台)

(ナースセンター2)

7病棟用発報表示盤(1台)

本館守衛室

緊急通報制御装置へ

本館守衛室1

EM-CPEE0.9-1P×8

EM-CPEE0.9-1P×26

E
M
-
C
P
E
E
0
.
9
-
1
0
P
×

2

: EM-UTP0.5-4P(LANケーブル)

E
M
-
C
P
E
E
0
.
9
-
1
0
P

Ｅ １７
A1: 1/N.S

接点出力管理

管理用

クライアントPC

ディスプレイ切替スイッチ

更新機器を示す

①

②

③

④

⑤

ケーブルは既存再利用とする

注記

・緊急通報システムの新規導入に際して、7病棟以外を止める必要性は無いまた機器の停止時間はおよそ4時間を見込んでいる

・機器が停止している間は病院側から防犯ブザーを借り、代替として使用する

⑥

サーバ)

HUB

緊急通報I/F装置

緊急通報

制御装置

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

緊急通報設備　システム詳細系統図（７病棟）



幅：218mm 高：430.3mm 奥行：603mm

約26kg

E1980SD-B2

大きさ

質量

緊急通報＆接点出力管理サーバ 管理用クライアントPC 液晶モニター(19インチ)

接点出力装置(PLC)

参考型番

外　観　図

　Ｅ １８
1/N.S(A1)

幅：36mm 高：182mm 奥行：178mm大きさ

約1.18kg質量

幅：411mm 高：402mm 奥行：204.5mm大きさ

約3.2kg質量

ディスプレイ切替スイッチ

CPUユニット

電源ユニット組込

① ② ③

④ ⑤

幅：31mm 高：90mm 奥行：89mm大きさ

140g以下質量

幅：197mm 高：25mm 奥行：80mm大きさ

本体ボタン切替、ホットキー切替、オートスキャン切替切替方式

参考型番 DELL PowerEdge T340 Server 参考型番 DELL OptiPlex7070マイクロ

参考型番 IOﾕﾆｯﾄ：CJ1W-OC211 CPUﾕﾆｯﾄ：CJ2M-CPU32

電源ﾕﾆｯﾄ：CJ1W-PA205R

参考型番 SW-KVM2LUN

HUB(2台)⑥

幅：300mm 高：43mm 奥行：180mm大きさ

LSW4-GT-24NSR参考型番

約1.6kg質量

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

精神医療センター構内交換装置ほか改修工事

緊急通報設備　機器姿図



前室

仮眠室

２

守衛室

風除室ホール

更衣室

２

更衣室

１

管理用クライアントPC

液晶モニター

緊急通報＆接点出力

１９
A1: 1/10

接点出力装置(PLC)守衛室総合盤

ディスプレイ切替スイッチ

①

②

③

④

⑤

更新対象機器

HUB×2台

既設ケーブル(再利用)

既設ケーブル(再利用)

既設ケーブル(再利用)

既設ケーブル(再利用)

管理サーバ

⑥

工事名称

図面名称

承認

縮尺

図面番号

（株）渡辺建築設備事務所
設計

　Ｅ

ＴＥＬ　０４８（８８６）９０６４（代）

ＦＡＸ　０４８（８８６）９０８２

本　社　さいたま市浦和区駒場２－５－５製図

２１精神医療センター構内交換設備ほか改修工事

緊急通報設備　１階平面図（医観法指定入院施設）




